
1112-0620_2012春市大授業チラシ

2012年4月29日㈰開催
主　催：大阪市立大学文学部
会　場：大阪市立大学1号館
対　象：高校生・予備校生等
定　員：各講義100名
参加費：無　　料
申込受付期間
2012年3月12日㈪～4月23日㈪ 午後５時まで

2限は文学部
生との

フリートーク
！

保護者の方の聴講も歓迎です

文学部を
知りた い
人のための
市大授業

ひらけゆく世界 みえてくる人間

─『宇治拾遺物語』
　「こぶとり爺」を読む─
─『宇治拾遺物語』
　「こぶとり爺」を読む─

野村 親義 准教授

グローバル化と
現代世界の歴史

伊地知 紀子 准教授

大阪は100年前から
国際都市だった！？

小林 直樹 教授

古典文学における
異界との交流

理学部市大授業も同時開催。学術情報センターも見学できます。



文学部を知りたい人のための市大授業
大阪市立大学文学部では、春と秋に「高校生のための市大授業」を開催しています。
「大学ってどんなところだろう？」「文学部では何を学べるんだろう？」
そんな思いのある人は是非いちど市大文学部を見に来てください。
大学案内や受験情報だけではわからない「何か」がきっと体感できるはずです。

午後 1時 00分～午後 2時 10分１限

午後 2時 20分～午後 4時2 限

個人での申込または高校等からの一括申込を受け付けています。個人での申込は、受講希望者の氏名、年齢、
所属（高校名、学年など）、受講したい科目名を明記のうえ、専用ホームページまたは葉書で受け付けます。

●ホームページからの受付 http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/sj/ から申し込んでください。
●葉書での受付 〒558-8585 大阪市住吉区杉本3-3-138 文学部市大授業係宛
　　　　　　　 受講希望者の連絡先住所も明記しておいてください

■高校等からの一括申込は、上記ホームページから申込用紙をダウンロードしてファクスでお送りください。
　詳しくは上記ホームページをご覧ください。

大阪市立大学が大好きで、文学部での学生生活を思いっきり楽しんでいる大学生がたくさ
ん来てくれます。大学での勉強、クラブ活動、就職などについて最新情報を尋ねてみませ
んか。先輩と楽しく語り、大学生になった未来の自分を想像してみましょう。

（協力：大阪市立大学文学部・文学研究科教育促進支援機構）

文学部学生との
フリートーク！

申 込 方 法

問い合わせ先 ／ 大阪市立大学大学院文学研究科・文学部地域貢献推進委員会 sdjg@lit.osaka-cu.ac.jp

杉本
キャンパス

● JR杉本町駅下車、東へ徒歩5分
● 地下鉄御堂筋線あびこ駅下車、
　 4号出口より南西へ徒歩20分

会場

同日午後2時から5時まで
「学術情報総合センター」（図書館）を見学できます。

当日は、1号館（地図を参照）で
12時から受け付けを開始します。
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ひ ら け ゆ く 世 界 　 み え て く る 人 間

野村 親義 准教授

グローバル化と現代世界の歴史

　グローバル化という言葉、みなさんもよく耳に
すると思います。グローバル化とは簡単にいうと、
モノ、ヒト、お金が国境を越えて盛んに行き来す
ることを意味します。このグローバル化が現在私
たちの生活に大きな影響を与えています。「○○君
の父親がインドに赴任することになった」「スー
パーに東南アジア産の野菜がたくさんあった」な
どはその一例です。実は世界は 150 年近く前、
ある意味現在と同じくらい大きなグローバル化を
経験していました。『龍馬伝』の坂本龍馬の活動も、
当時のグローバル化の中で起こった世界史の一幕
といえるでしょう。この講義では、過去 150 年
余のグローバル化の歴史を、貿易、資本移動、移民、
国民国家などのキーワードを軸に、グローバル・
ヒストリーという昨今世界的に注目される研究視
座に配慮しつつ論じます。

講義概要

伊地知 紀子 准教授

大阪は100年前から国際都市だった !?

　近年、日本では韓流が一大ブームとなり、
KARA や少女時代といった K-POP が高い人気を
得ています。また、韓国語や韓国文化を学ぼうと
する人びとも増えています。大阪のコリアンタウ
ンでは、韓流グッズや韓国文化に関連する商品を
売る店があちこちに見られるようになりました。
生野区にあるコリアンタウンが世間の注目を集め
るようになったのは、2002 年日韓共催ワールド
カップあたりからですが、商店街はもっと前から
ありました。そのルーツは、約 100 年前に朝鮮
半島から来た人たちが生活を営むようになったこ
とにあります。今回の授業では、こうした朝鮮半
島から日本への人びとの移動について社会学の視
点から取り上げます。国際化や異文化理解、多文
化共生を考えるきっかけを見つけることに繋がる
でしょう。

講義概要

小林 直樹 教授
古典文学における異界との交流
─『宇治拾遺物語』「こぶとり爺」を読む─

　誰もが子供時代に親しんだ「こぶとり爺」の昔話。
そのもっとも古いかたちの物語が鎌倉期の説話集
『宇治拾遺物語』に収められています。しかし、そ
こに登場するのは良いお爺さんと悪いお爺さんと
いうお馴染みの組み合わせではありません。では、
一方のお爺さんだけが鬼に瘤を取ってもらえると
いう幸運にあずかれたほんとうの理由は何だった
のでしょう。この授業では、「異界との交流」とい
う視点から物語を読み解き、その謎に迫ります。
同時に、現代人が古典文学を読む意義についても
考えてみたいと思います。

講義概要

理学部市大授業も同時開催（場所：大阪市立大学全学共通教育棟）


